
令和8年5月26日

交通安全・生活安全指導（たから幼稚園）

たから幼稚園で、園児を対象に、交通安全・

生活安全のお話をしました。

道路の正しい横断方法など交通安全のお話、

不審者からじぶんをまもる合言葉「いかのおす

し」、安全に遊ぶための花火のルール、水遊び

の注意点のお話もしました。

お話の後は、園児たちはパトカーに乗り込ん

で見学しました。



JR壬生川駅駐輪場に、「いつも自転車の鍵かけ あり
がとう」という、自転車の鍵かけを呼びかける看板を設
置しました。

急いでいるときなど、ついうっかり鍵をかけ忘れるこ
とはありませんか？

どんなときも、あわてず、忘れず、自転車に鍵をかけ
ましょう。

大事な自転車をまもるために、ダブルロックをお勧め
します。

東予高校・東予総合高校の全校生徒を対象に、非行防止講
話を行いました。

一般非行防止、薬物乱用防止、情報モラルについて、被害
者にも加害者にもならないための講話を実施しました。

さらに、全国ニュースでも話題となっている闇バイト、特殊
詐欺対策について、動画を交えて説明を行いました。
　高校生たちは真剣に話を聞いてくれました。

令和8年5月20日

非行防止講話（東予高校・東予総合高校）

令和8年5月20日

乗り物盗被害防止看板の設置



国際電話からかかってくる詐欺電話が多

いことから、一所懸命チラシを説明しなが

ら広報しました。

高校生たちの働きもあって、準備した

200部の広報物品をすべて配ることがで

きました。

高校生たちの被害防止の声がたくさん

のお客様に届いてほしいものです。

令和8年4月24日

行楽期の広報活動（周ちゃん広場）

大型連休を前に、高校生ボランティア（小松

高校・丹原高校）、少年警察協助員、周布地区

安全安心推進協議会等の協力を得て、特殊詐

欺被害防止などの広報活動を実施しました。

小雨交じりの中、高校生達が勇気を出して、

お客様に被害防止の呼びかけをしました。



フジ東予店で、たから幼稚園の子どもた

ちの協力を得て、広報活動を実施しまし

た。

交通安全、特殊詐欺被害防止、警察官募

集など、警察からのお知らせやお願いなど

のチラシを配布しました。

子どもたちのかわいらしい声に、足を止

めていただきありがとうございました。

令和8年4月14日

広報活動（フジ東予店）

令和8年4月21日

特殊詐欺被害防止講話（JA周桑女性部総会）

 ＪＡ周桑女性部総会において、特殊詐欺被害防止講話を行いました。

最近の特殊詐欺手口の説明や、県内での被害状況など説明しまし

た。

被害を防ぐ対応として、固定電話への国際電話不取扱申込、スマホ

の特殊詐欺対策アプリを紹介しました。

　身近な問題として、一人でも多くの方に対策してほしいものです。



小学校に不審者が侵入した想定で不審

者侵入対応訓練を実施しました。

全校児童も指示に従って、速やかに避難

訓練を行いました。

訓練終了後、児童対象の不審者対応への

心構えの講話と、教員対象の児童を守る

不審者対応について、それぞれ講話を実

施しました。

令和8年2月26日

不審者対応訓練（田野小学校）

高齢者施設を対象に、不審者対応訓練を実
施しました。

不審人物に対する声かけ、侵入を防止するた
めのさす股利用について、実戦形式で実施し
ました。

同時に不審者侵入時の110番通報訓練も行
いました。

令和8年3月25日

不審者対応訓練
(石燧園・道前荘・明水荘・カフェ風の杜）



令和8年2月4日

不審者対応訓練（特別養護老人ホームなごみ）

令和8年1月22日

薬物乱用防止教室（田野小学校）

5・6年生児童を対象に、薬物乱用防止教

室を行いました。

身近にある薬物から、法律違反となる薬

物や、薬物依存などについて、学習しまし

た。

悪い誘いがあったときに、毅然と断れる

ように練習しました。しつこく誘われても、

しっかり断ることができていました。

特別養護老人ホームで防犯講習及

び、施設内に不審者が侵入した想定の

対応訓練を実施しました。

まず、さす股の使い方など講習した

後、来訪した不審者への声かけ、複数

での対応のほか、侵入を防ぐためさす

股を使うなど実戦形式での訓練を実

施しました。



令和8年1月20日

不審者対応訓練（石根小学校）

令和8年1月14日

情報モラル教室（吉井小学校）

不審者の侵入事案に備え、教職員対

象の「さす股訓練」を実施しました。

慣れない道具で、最初はぎこちない

動きでしたが、児童の安全を守るため

に一生懸命練習し、徐々にコツをつか

んでいたようです。

参観授業で5年生を対象に、情報モラル

講話を実施しました。

ＳＮＳで被害者にも加害者にもならない

使い方や、実際の事件事例を交えて、気を

つけなければいけないことなどを学習し

ました。

「中・高校生になってスマホを持ったら気

をつけたい」「メッセージの送信の確認が

大事だとわかった」などたくさんの気づき

があったようです。


